
 

 

病院内の抗がん剤曝露リスクへの対策として 

～「安全・安心」の医療現場づくりに～  

特長  

１．抗がん剤曝露が起こりやすい場所（10ヶ所）に特定 

米国薬局方（USP）の通則「USP800（医療現場における

ハザーダス・ドラッグの取り扱い ）」で、病院内で特

に抗がん剤曝露が起こりやすいとされる場所（10ヶ所）

を対象に調査を行います。 

  



 
 

価格 

 

２．ワイプ法（拭き取り法）による簡便な調査 

お客様側での対応は、サンプリングキットに含まれるア

ルコール含浸綿で測定対象場所を拭き取り、チャック付

き袋に入れてクール便で返送して頂くだけです。 

   

対象抗がん剤：シクロフォスファミド、フルオロウラシル （5-FU）、ゲムシタビン 

サンプリングキットの付属品 

拭取り作業用手袋、アルコー

ル含浸綿、返送用チャック付

き袋 

販売元 

セコム医療システム株式会社 健康サービス部 

お問合せ先 

health-sup@secom.co.jp 

測定委託先 

シオノギファーマ株式会社 

商品名称 定価（税込み） 

 セコム抗がん剤曝露調査サービス 10ヶ所（1薬剤検出）        165,000円      

 セコム抗がん剤曝露調査サービス 10ヶ所（2薬剤同時検出）        242,000円  

 セコム抗がん剤曝露調査サービス 10ヶ所（3薬剤同時検出）        330,000円  


